東峰村空き家バンク事業実施要綱
平成２８年４月１日
告示第３１号
(趣旨)
第１条　この告示は、村内に所在する空き家を有効活用し、定住人口の増加を図
り、もって村の活性化に資するため、東峰村空き家バンク事業(以下「空き家バンク事業」という。) の実施に関し必要な事項を定めるものとする。
(定義)
第２条　この告示において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に
定めるところによる。
（１）空き家　個人が居住することを目的として取得した村内に所在する住宅及びその敷地であって、現に居住していない住宅並びに近く居住しなくなる予定の住宅をいう。
（２）所有者等　空き家に係る所有権又は売却若しくは賃貸を行うことができる権利を有する者をいう。
（３）空き家バンク　空き家の売却又は賃貸を希望する所有者等から登録の申込みのあった当該空き家に関する情報を公開し、村内へ定住することを目的として空き家の利用を希望する者(以下「利用希望者」という。) に対し、提供する仕組みをいう。
(適用上の注意)
第３条　この告示は、空き家バンク事業以外による空き家の取引を妨げるものでは
ない。
(宅建協会との協定)
第４条　村長は、空き家バンクを円滑に運営するため、公益社団法人 福岡県宅地建物取引業協会（以下「宅建協会」という。）と次の各号に掲げる事項について協定を結ぶものとする。
（１）仲介業者の推薦
（２）空き家バンク所持者等から登録の申込みがあった空き家の登録に必要な調　　　
　　査
（３）空き家の売買又は賃貸借の契約交渉の仲介
(登録の申込み等)
第５条　空き家バンクへの登録を受けようとする所有者等(第３項において「登録申
込者」という。) は、空き家バンク登録申込書 (様式第１号) に空き家の登録に
関する誓約書 (様式第２号) を添えて、村長に提出しなければならない。
２　村長は、前項の規定による登録申込書の提出があったときは、その内容等を審査の上、適当と認める者については、空き家バンク登録台帳(様式第３号。以下「台帳」という。) に登録するものとする。
３　村長は、前項の規定による登録をしたときは、空き家バンク登録完了通知書(様式第４号)により、登録申込者に通知するものとする。
４　村長は、第１項に規定する申込みが次の各号のいずれかに該当するときは、台帳への登録を認めないものとし、当該申込みをした者にその旨を通知するものとする。
（１）当該空き家が、第２条第１号の空き家条件を満たしていないもの
（２）当該空き家の登録者が第２条第２号の所有者等の条件を満たしていないも　　
　　の
（３）老朽化が著しいもの又は大規模な修繕が必要なもの。
（４）管理不全な状態で空き家登録判定基準（別紙）の結果、１００点を超えたもの
（５）その他村長が空き家バンクへの登録が適切でないと認めたもの
５　村長は、第２項の規定による登録をしていない空き家で、適当と認めるものがあるときは、当該空き家の所有者等に対し、空き家バンクへの登録を勧めることができる。
(登録事項の変更)
第６条　前条第３項の規定による登録の通知を受けた所有者等(以下「登録者」とい
う。) は、台帳の登録事項に変更があったときは、速やかに空き家バンク登録事
項変更届出書 (様式第５号。次項において「変更届出書」という。) により村長
に届け出なければならない。
２　村長は、変更届出書の提出があったときは、その内容等を確認の上、台帳の登録事項を変更し、当該登録者に空き家バンク登録事項変更通知書(様式第６号)により通知するものとする。
(登録の抹消)
第７条　村長は、登録した空き家が次の各号のいずれかに該当するときは、台帳か
ら当該空き家の登録を抹消するとともに、当該登録者に空き家バンク登録抹消通
知書(様式第７号)により通知するものとする。ただし、第２号に該当する場合に
おいては、改めて第５条第１項の規定による登録の申込みを行うことにより、再
登録することができるものとする。
（１）売買及び賃貸借の契約が成立したとき。
（２）登録した日の属する年度の翌年度から３年を経過したとき。
（３）登録者から空き家バンク登録抹消届出書(様式第８号)の提出があったとき。
（４）偽りその他不正の手段により登録を受けたとき。
（５）前各号に掲げるもののほか、村長が適当でないと認めるとき。
(情報の提供)
第８条　村長は、空き家バンクの登録情報を村のホームページ等に掲載し、周知す
るとともに、利用希望者に対して、台帳に登録された有用な情報を提供するもの
とする。
(利用申込み等)
第９条　利用希望者が台帳に登録された空き家を利用しようとするときは、空き家
バンク利用希望申込書(様式第９号。次項において「利用希望申込書」という。) 
に空き家バンクの利用に関する誓約書 (様式第１０号) を添えて、村長に提出し
なければならない。
２　村長は、利用希望申込書の提出があったときは、その内容等を審査の上、本村
に定住を目的として空き家の購入又は賃借を希望する者で、地域の活性化に寄与
するものであると認めるときは、空き家バンク利用申込通知書(様式第11号)によ
り当該空き家の登録者に通知するものとする。
３　前項の規定による通知を受けた登録者は、遅滞なく当該利用希望者と空き家の利用に係る交渉を行うものとし、当該交渉が終了したときは、速やかにその結果を村長に報告するものとする。
(登録者及び利用希望者の交渉等)
第１０条　登録者及び利用希望者間における空き家の利用に係る交渉並びに売買及
び賃貸借の契約(次項において「交渉等」という。) については、当事者間でこれを行うものとし、村長は、直接関与しないものとする。
２　交渉等に関する一切の疑義、紛争等については、当該交渉等に係る当事者間で解決するものとする。
(個人情報の取扱い)
第１１条　登録者及び利用希望者は、当該空き家バンク事業の利用により知り得た
個人情報を他に漏らし、又は自己の利益のために利用してはならない。
(その他)
第１２条　この告示に定めるもののほか、空き家バンク事業の実施に関し必要な事
項は、別に村長が定める。
附　則
この告示は、平成２８年４月1日から施行する。
東峰村空き家バンクへ物件登録をお考えの皆様へ
· 空き家バンクへ登録できる物件は、次のアからウまでのいずれにも該当する建築物とします。
ア　個人が居住を目的として建築し、現に居住していない(近く居住しな
　　くなる予定のものを含む。) 村内に存する建築物であること。
イ　建築物の安全性に問題がないこと。
ウ　居住の場として機能しない建築物でないこと。
※田・畑の等の農地の売買や転用については、農業委員会による農地転用の許可が必要になります。
· 東峰村空き家バンク事業に登録した物件は、希望に応じて村が家屋の空気の入替えと家屋周辺（住宅用地）の簡易的な草刈りを年2回行います。
※　空き家バンクの登録を申し込んだ物件が必ず登録されるとは限りません。所有者等の管理が行き届いていないために周辺環境に対して危害を及ぼす危険が差し迫っている場合、損傷程度が甚大で補修不全の状態にある場合など利用価値が極めて低い空き家等、または抵当権などの法的権利の附帯状況により商取引に適さない空き家等については登録できないことがあります。
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